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第１０章 大分県立農業大学校における就農支援の役割 

―複数の就農支援学校が並存する地域に着目して― 

佐藤 彩生 

１．はじめに

本章では，大分県立農業大学校（以下，「大分農大」という）の研修部に着目し，教職員，

現役の研修生，既に就農している卒業生及びこれら卒業生を雇用している農業法人からの

聞き取り調査結果に基づき，社会人等向け研修コースの実状（研修内容や研修生の現状等）

と卒業生の就農状況，さらには研修生や卒業生，雇用先の法人による大分農大に対する評

価を見ていく。

本章は，以下の節構成となっている。第 2 節で大分農大の概要を整理した後，第 3 節で

現役の研修生，第 4 節では既に就農している卒業生を対象に実施したヒアリング結果を示

す。さらに第 5 節では，卒業生を雇用している農業法人からの大分農大や研修生への評価

に触れる。そして第 6 節で本章全体のまとめを行う。 

２．大学校の概要

（１）設立の経緯・沿革

大分農大(1)は，高度な知識・技術を習得し，幅広い視野と誇りや希望を持った農業経営

者を育成することを目的に，農業講習所，経営伝習農場，蚕業技術員養成所，農業協同組

合専門学校等，県内の農業後継者養成機関及び農業技術員養成機関が継承統合され，1966
年（昭和41年）4月1日に大分県農業実践大学校として大野郡三重町赤嶺(2)に設置された。

その後，1975 年 10 月に農業改良助長法に基づく農民研修教育施設に移行され，1992 年 4
月には県条例の大幅な改正に基づき，短大資格を有する新しい農業実践大学校（養成部と

研修部を設置）として発足する。

現在の校名への変更が行われたのは 1992 年 4 月であり，この時には養成部が農学部へ

と改称されている。研修部は 2002 年 4 月に研究部に改称され，新たに専攻科が設けられ

るが，2008 年 4 月には再び研修部に戻され，2011 年度末には研修部専攻科が廃止される。

またこの間，2007 年 8 月には学校教育法に基づく専修学校に移行している。現在の組織

体制（二部体制）となったのは，2012 年 4 月からである（第 10－１表）。 
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（２）組織及び施設

大分農大の組織図と職員数を第 10－１図に示した。同校では，他の道府県農業大学校で

の養成課程に相当する「農学部」（修学期限 2 年間）と研修を担当する「研修部」（同 1 年

未満）を設置している。農学部には，総合農産科（在校生数 92 人）と総合畜産科（同 17
人）があり，総合農産科は更に水田・野菜経営コース（同 57 人），花きコース（同 14 人），

果樹コース（同 21 人）に分かれている（在校生数は平成 30 年度『全国農業大学校等の概

要』による）。

一方，研修部には，就農準備研修と農業機械研修の二つがあり，前者には野菜長期コー

ス，野菜中期コース，畜産コースがある。これらのうち，野菜長期コースと野菜中期コー

スは職業訓練の対象にもなっており，一般コースと職業訓練コースが併存する特徴的な運

営体制がとられている。

同校の職員総数は 40 名であり，農学部に 18 名，研修部には 6 名の職員が配属されてい

る。主にこれら職員が講義を担当するが，科目によっては外部講師が担当している。

期　　日 概　 　要　

1966 年 4 月 1 日 ・大分県条例第11号により，大分県農業実践大学校を大野郡三重町赤嶺に設置し，高等部・普通

部・研修部を開設。

・大分県規則第46号により，津久見(柑橘)，国東(柑橘)，中津(落葉果樹)，別府(花き)，久住(草地

畜産)に分校を設置。高等部に作物，園芸，畜産，生活，蚕業，農協経営科を設置。募集定員は高等

部160名，普通部は50名。

1967 年 5 月 1 日 ・大分県規則第47号(大分県規則第46号の一部改正)により経営・機械・環境・研修の4科を増設。

1967 年8 月 25日 ・大分県条例第32号(大分県条例第11号の一部改正)により農協経営科の管理の一部を大分県農業協

同組合中央会に委託。

1971 年3 月 31日 ・大分県規則第46号の一部改正により，中津分校を廃止。

1973 年 4 月 1 日 ・大分県条例49号(大分県条例11号の一部改正)により，高等部・普通部を廃止し，営農部・農協経

営部・研修部を開設。修業年限を営農部2年，農協経営部1年。営農部で所定の課程を修了した者に

対し，大分県農業士の称号を付与。

1973 年4 月 11日 ・大分県規則第1号(昭和41年大分県規則第46号の全面改正)により津久見，別府の分校を廃止。営

農部には農産科・園芸科及び畜産科を開設。募集定員は営農部80名，農協経営部30名，研修部若干

名。

1974 年3 月 31日 ・農協経営部を廃止。

1975 年10 月 1日 ・大分県条例第41号(大分県条例第11号の一部改正)により，農業改良助長法に基づく農民研修教育

施設に移行。

・大分県規則第40号(大分県条例第1号の一部改正)により久住校を廃止。

1982 年 4 月 1 日 ・大分県条例第11号(全面改正)に基づき，新しい農業実践大学校（短大資格）として発足し，養成

部・研修部を設置。国東分校を廃止。

1992 年 4 月 1 日 ・大分県規則第13号に基づき，大分県立農業大学校に改名し，養成部を農学部に改称し，6学科制

（農産学科，野菜園芸科，花き園芸科，果樹園芸科，畜産学科，総合農学科)に再編。

2002 年 4 月 1 日 ・大分県条例第11号(改正)により，研修部を研究部に改称し，新たに専攻科を設置(4年生大学卒業

資格)。農学部を3学科制(総合農学科，園芸学科，畜産学科)に再編。

2007 年8 月 31日 ・学校教育法に基づく専修学校に移行。

2008 年 4 月 1 日 ・大分県条例第15号(改正)により，研究部を研修部に改称。

2009 年 4 月 1 日 ・大分県規則第18号により，農学部を2学科制(総合農産科，総合畜産科)に再編。

2012 年3 月 31日 ・大分県条例第20号(改正)により，研修部専攻科の廃止に伴い組織を改組。

2016 年 4 月 1 日 ・組織改正により教務・学生課を廃し，総務・学生課と教務課を新設。

資料：大分県立農業大学校ホームページhttps://www.pref.oita.jp/site/140/sisetugaiyou.htmlより作成．
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施設は，本館，教室棟，研修棟や学生寮 4 棟（農学部生のみ）等がある。実習用農地は

農学部と研修部で場所を分けている(3)。また，校内に直売所「みどりの風」(4)を設置して

おり，農学部の学生や研修生が生産した農産物の販売を行っている。

（３）研修部の概要

前述したように，研修部は二つの研修を実施している。一つは農業，農村を担う優れた

農業者の育成・確保を目的に，新たに農業を志す人に対し知識・技術取得のための研修を

行う「就農準備研修」であり，もう一つは農業経営に必要な機械等の安全操作及び各種免

許・資格取得のための研修を行う「農業機械研修」(5)である。ここでは，前者の就農準備

研修について詳しく見ていく。

就農準備研修は，主に県内での自営就農や農業法人等への就職を希望する社会人を対象

としている。各研修コースの定員及び研修期間は，野菜長期コースが定員 20 名，研修期

間 11 か月，野菜中期コースが定員 5 名，研修期間 8 か月，畜産コースが定員 5 名，研修

期間 11 か月である（第 10－２表）。職業訓練生の受入の上限人数は，野菜長期コースが 15
名，野菜中期コースが 5 名である。 

ヒアリング時点の 2019 年度での研修生は，野菜長期コースが 11 名，野菜中期コースが

6 名，畜産コースが 1 名である。過去 5 年間の入校者数の推移を見ると（第 10－２図），2017
年度が 28 名と最も多い。男女別には例年男性の方が多く，2019 年度は男性が 16 名，女

性が 3 名の計 19 名である（うち，1 名は中退）。また，年齢別には，年度によって多少の

変化はあるものの（第 10－３図），40 歳から 59 歳までの層が中心である。 

　資料：大分県立農業大学校提供資料を基に作成．

第10－１図　大分県立農業大学校の組織図と職員数
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 次に，野菜長期コースと野菜中期コースのカリキュラムを第 10－３表に示した。特徴的

なのは，夏期（7～8 月）と冬期（2～3 月）に各 10 日間の農家研修を実施していることで

ある(6)。また，中期コースは長期コースに比べて研修時間が短いため，学科（座学）で 87
時間，実技では 245 時間短いカリキュラムとなっている。したがって，中期コースの座学

では，長期コースで行われている農業基礎，簿記基礎，病害虫と防除の三つの科目が講義

内容から外されている。

近年のカリキュラムの変更点は，2019 年から GAP(7)とスマート農業が取り入れられ，

2020 年度からはドローンを利用した授業の実施が予定されている。資格取得試験は，希望

者に対して通常のカリキュラム外で研修を行っており，農業技術検定 3 級，フォークリフ

ト運転技能講習，大型特殊免許取得研修，土壌医検定試験の研修参加者が多い。

さらに，研修生に対する就職支援としては，農学部と合同で農業法人の合同説明会が実

施されているほか，県内の篤農家での研修や農業法人の講話，新規就農者向けのバスツア

農 業

実 習

基 礎

講 座

農 家

研 修

大型特

殊免許

11か月

（2020年4月10日～

2021年3月10日）

1月10日～

2月14日
3月6日 44,000円 ○ ○ 2回 希望者

8か月

（2020年7月10日～

2021年3月10日）

4月10日～

5月15日
6月12日 32,000円 ○ ○ 1回 希望者

11か月

（2020年4月10日～

2021年3月10日）

5名

（0名）

1月10日～

2月14日
3月6日 11,000円 肉用牛 ○ ○ 1回 希望者

資料： 大分県立農業大学校提供資料を基に作成．

注 (1)
(2)

第10－２表　2020年度就農準備研修のコース別概要

コース名

野菜各種

入校申請窓口の期間は，一般は最寄りの振興局農山漁村振興部，職業訓練は最寄りのハローワークである．

研修中に受給可能な給付金は，一般の入校生は農業次世代人材投資事業に係る給付金（要件あり），職業訓練では職業訓練受講

交付金がある．また，各給付金の提出先は，一般の入校生は給付金等給付申請書類を振興局経由で大分県農業・農村振興公社

に，職業訓練は大分高等技術専門校経由でハローワークである．

野菜長期

コ ー ス

野菜中期

コ ー ス

畜    産

コ ー ス

研修期間
定   員

(うち職業訓練)
募集期間 選考試験 研修実費 研修品目

研修内容

25名

（20名）

  資料：大分県立農業大学校提供資料を基に作成．   資料：大分県立農業大学校提供資料を基に作成．

第10－２図　就農準備研修生（男女別）の推移 第10－３図　就農準備研修生の年齢構成
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次に，野菜長期コースと野菜中期コースのカリキュラムを第 10－３表に示した。特徴的
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農 業

実 習

基 礎

講 座

農 家

研 修

大型特

殊免許

11か月

（2020年4月10日～

2021年3月10日）

1月10日～

2月14日
3月6日 44,000円 ○ ○ 2回 希望者

8か月

（2020年7月10日～

2021年3月10日）

4月10日～

5月15日
6月12日 32,000円 ○ ○ 1回 希望者

11か月

（2020年4月10日～

2021年3月10日）

5名
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資料： 大分県立農業大学校提供資料を基に作成．

注 (1)
(2)
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野菜中期
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畜    産
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研修期間
定   員

(うち職業訓練)
募集期間 選考試験 研修実費 研修品目

研修内容

25名

（20名）
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ー等が実施されている。また，研修生か

らの要望を踏まえ，農業法人との面談の

セッティングも行っている（2019 年度は

9 回，延べ 18 人が参加）。 
研修生の卒業後の進路を見ると，近年

は就農割合が高まっており，2019 年度は

63％に達している。継続研修する者を加

えると 2 年連続して 6 割を超えている

（第 10－４図）。

一方，50 歳以上の研修生においては卒

業後の進路が決まらない事例も増えてい

る。雇用就農の場合，30～49 歳は正社員

で雇用されるが，50 歳以上はパート雇用

となるケースが多い。また，ファーマー

ズスクール（以下で詳述）においても 50 歳以上は受入を断られる傾向にあり，これら年

齢層の卒業生は他産業に就職する割合が高くなっている。

（４）県内のその他研修施設 
大分農大の他に，県内で就農に向けた研修を行う取組・機関として，ファーマーズスク

ールと就農学校がある（第 10－４表）。ファーマーズスクールは，市や町が認定した農家で

県の戦略品目や市町の推進品目の研修を 1～2 年間行うものである。これに対し就農学校

（時間）

長　期 中　期 長　期 中　期

オリエンテーション 4.5 4.5 生育に応じた栽培管理 296.0 200.0
農業総論 25.5 12.0 施肥管理及び病害虫防除 210.5 151.5
農業基礎 10.5 -  圃場管理 295.0 208.5
簿記基礎 21.0 -  機械実習・トラクター免許取得 35.0 35.0
植物生理 22.5 12.0 農家事例・流通研修 234.0 234.0
土壌肥料 10.5 10.5 その他 9.0 6.0
農業気象 10.5 1.5
栽培施設 10.5 10.5
園芸総論 6.0 9.0
野菜園芸 34.5 21.0
病害虫と防除 10.5 -   資料：大分県立農業大学校提供資料を基に作成．

政策各論 4.5 4.5
ＧＡＰ 10.5 9.0
農業経済 -  12.0
農業経営 21.0 9.0
就農支援 9.0 9.0
農業化学 10.5 10.5

訓　練　内　容 訓　練　内　容

第10－３表　就農準備研修講義等実施計画 （2020年度）
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は，市町，JA，農業公社等が設置した研修施設において，県の戦略品目を 1～2 年間研修

する。両者ともに大分農大よりも就農率が高く，就農を目指す研修部の卒業生が継続研修

先として，これらを利用するケースも少なくない。ただし，ファーマーズスクールや就農

学校から大分農大に入校するといった逆方向の事例はない。

３．研修生の実相と大分農大に対する評価

本節では，4 名の研修生に対するヒアリング調査結果から，研修生（A 氏，B 氏，C 氏，

D 氏）ごとに，①入校の経緯，②授業の満足度・要望，③卒業後の進路の三点について整

理する。調査した研修生 4 名は，いずれも野菜長期コースを専攻しており，40 歳代で農業

従事経験がなく，非農家出身者である点が共通している。調査結果の概要は，第 10－５表

に整理した。A 氏，B 氏，C 氏の 3 名は職業訓練生に該当する。 

（１）Ａ氏（42 歳男性／県内・非農家出身／自営就農・ファーマーズスクール）

１）入校の経緯

A 氏（42 歳男性）は県内出身で，実家は非農家だが家庭菜園程度は行っていた。大学卒

業後に東京で IT 系の会社に 4 年半勤めた後，会社を辞めて実家（大分県）に戻り，実家

実 施 主 体 対　象　作　物 

豊後高田市アグリチャレンジスクール 豊後高田市 いちご，白ねぎ，花き，有機野菜等

杵築市ファーマーズスクール 杵築市 輪菊等の花き，ハウスみかん

国東市ファーマーズスクール 国東市 ミニトマト，七島イ

大分市ファーマーズカレッジ 大分市 いちご，にら，ピーマン，パセリ

臼杵市ファーマーズスクール 臼杵市 ピーマン，有機野菜，いちご

津久見市ファーマーズスクール 津久見市 ハウスみかん，温州みかん，柑橘類（不知火，サンクイーン），カボス

由布市ファーマーズスクール 由布市 梨，ほうれんそう，いちご，ナス，多品目露地野菜

佐伯市ファーマーズスクール 佐伯市 いちご，アスパラガス，ニラ，施設柑橘（みかん），輪菊等の花き

竹田市ファーマーズスクール 竹田市 トマト，ピーマン

日田市ファーマーズスクール 日田市 梨，えのき茸，ちんげんさい

玖珠町ファーマーズスクール 玖珠町 ピーマン，白ねぎ，トマト，キュウリ

九重町ファーマーズスクール 九重町 トマト，ミニトマト，椎茸（生・乾）

宇佐市ファーマーズスクール 宇佐市 ぶどう

国東こねぎトレーニングファーム 国東農業公社 小ねぎ

国東花学校 JAおおいた国東事業部 花き

杵築いちご学校 JAおおいた国東事業部 いちご

臼杵市アグリ起業学校 臼杵市 ピーマン

インキュベーションファーム 豊後大野市 1年目戦略作目・重点作目等，2年目ピーマンのみ

中津市梨学校 農業公社やまくに 梨

大分味一ねぎトレーニングファーム JAおおいた宇佐事業部 小ねぎ（大分味一ねぎ）

大分広域白ねぎ就農学校 JAおおいた北部事業部 白ねぎ

資料：大分県立農業大学校提供資料及び各施設のホームページを基に作成．
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の弁当屋を 2年手伝った。その後再び地元の IT系の会社でSEとして働いていた。しかし，

SE の仕事に嫌気が差したことや農業に関する仕事がしたくなったことから，地元で開催

された「就農セミナー」に参加し，そこで大分農大を紹介されて会社を辞め，入校した。

野菜長期コースを受講したのは，親族に農業関係者がおらず，農業との関わりが全くな

かったので，「農業技術の基礎を習得するため」「資格取得のため」「人脈作りのため」と回

答している。また，他の研修施設ではなく大分農大を選択した理由としては，失業手当（失

業保険給付）の利用が可能な職業訓練校であったことが大きい。

２）授業の満足度・要望

研修期間については，栽培技術として何がよくて何が悪かったのかを 11 か月間では検

証できないため，もう少し時間が欲しかったとのことであった。実習については，授業時

間に拘わらず，実際の農作業のように夏は朝早くから作業を行うなど，季節によって作業

開始時間を変更する等，弾力的なカリキュラムが望ましいと考えている。

研修生名 A氏 B氏 C氏 D氏

年齢・性別 42歳男性 47歳男性 49歳男性 41歳女性

学　　　歴 大学・大学院卒 高校卒 大学・大学院卒 高校卒

家族構成 単身 単身 配偶者と子供 子供

自家の職業 非農家：親族に農家なし 非農家：親族に農家なし 非農家：親族に農家なし 非農家：親族に農家なし

農業従事経験 なし なし なし なし

助成金の受給 失業保険 失業保険 失業保険 農業次世代人材投資事業

農業に興味を

持ったきっかけ
メディアを通じて

微生物関連の本との出会

い
その他の農業体験 祖母のミカン栽培の手伝い

農業大学校を

知った媒体
就農セミナー ハローワーク ハローワーク 知人・友人，ハローワーク

入校の目的

・農業技術の基礎の取得
・資格取得

・人脈作り

・農業技術の基礎の習得
・野菜の病害虫について

知りたいため

・農業技術の基礎の習得
・資格取得

・農業法人等への雇用就農

・農業技術の基礎の習得
・資格取得

・人脈作り

農業大学校を

選択した理由

・職業訓練校 ・職業訓練校 ・学費が安い

・資格が取りやすい
・他の研修機関より就農に

有利
・職業訓練校

・大学校でしか教わること

のできないコース・作目が
ある

・知人・友人の勧め

研修開始時点
の進路希望

農業法人等への雇用就農 農業法人等への雇用就農 農業法人等への雇用就農 新規独立自営就農

より充実す

べき科目

・農業技術・知識

・農業に関わる資格取得
・研修生同士の人脈

・農業技術・知識

・農業機械の扱い
・最新の農業技術

・農業技術・知識

・農業機械の扱い
・農業に関わる資格取得

・農産物加工

・農産物流通
・地域の農家・農業法人等

への研修

上記以外に充実

してほしい科目
スマート農業 最新技術（機器等）

トラクター実習，農薬と病害

虫

農業大学校
の就農支援

への要望

・農地のあっせん

・使える助成金・補助金の
紹介

・現状のままでよい ・特にない ・農地のあっせん

・農業法人等雇用先の
あっせん

・使える助成金・補助金の
紹介

修了後の進路
ファーマーズスクールにて

研修（ピーマン）

農業生産法人でのアルバ

イト

社会福祉法人に就職（正社

員採用）

知人の会社の農業部門に

従事予定（正社員）

修了後の農業

との関わり方
農業一本で生計を立てる 半農半X 趣味・生きがいとして農業に

関わる
農業経営を発展させたい

資料：大分県立農業大学校の研修生徒へのヒアリング調査を基に作成．
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の弁当屋を 2年手伝った。その後再び地元の IT系の会社で SEとして働いていた。しかし，

SE の仕事に嫌気が差したことや農業に関する仕事がしたくなったことから，地元で開催

された「就農セミナー」に参加し，そこで大分農大を紹介されて会社を辞め，入校した。

野菜長期コースを受講したのは，親族に農業関係者がおらず，農業との関わりが全くな

かったので，「農業技術の基礎を習得するため」「資格取得のため」「人脈作りのため」と回

答している。また，他の研修施設ではなく大分農大を選択した理由としては，失業手当（失

業保険給付）の利用が可能な職業訓練校であったことが大きい。

２）授業の満足度・要望

研修期間については，栽培技術として何がよくて何が悪かったのかを 11 か月間では検

証できないため，もう少し時間が欲しかったとのことであった。実習については，授業時

間に拘わらず，実際の農作業のように夏は朝早くから作業を行うなど，季節によって作業

開始時間を変更する等，弾力的なカリキュラムが望ましいと考えている。

研修生名 A氏 B氏 C氏 D氏
年齢・性別 42歳男性 47歳男性 49歳男性 41歳女性
学　　　歴 大学・大学院卒 高校卒 大学・大学院卒 高校卒

家族構成 単身 単身 配偶者と子供 子供

自家の職業 非農家：親族に農家なし 非農家：親族に農家なし 非農家：親族に農家なし 非農家：親族に農家なし

農業従事経験 なし なし なし なし

助成金の受給 失業保険 失業保険 失業保険 農業次世代人材投資事業

農業に興味を

持ったきっかけ
メディアを通じて

微生物関連の本との出会

い
その他の農業体験 祖母のミカン栽培の手伝い

農業大学校を

知った媒体
就農セミナー ハローワーク ハローワーク 知人・友人，ハローワーク

入校の目的

・農業技術の基礎の取得

・資格取得

・人脈作り

・農業技術の基礎の習得

・野菜の病害虫について

知りたいため

・農業技術の基礎の習得

・資格取得

・農業法人等への雇用就農

・農業技術の基礎の習得

・資格取得

・人脈作り

農業大学校を

選択した理由

・職業訓練校 ・職業訓練校 ・学費が安い

・資格が取りやすい

・他の研修機関より就農に

有利

・職業訓練校

・大学校でしか教わること

のできないコース・作目が

ある

・知人・友人の勧め

研修開始時点

の進路希望
農業法人等への雇用就農 農業法人等への雇用就農 農業法人等への雇用就農 新規独立自営就農

より充実す

べき科目

・農業技術・知識

・農業に関わる資格取得

・研修生同士の人脈

・農業技術・知識

・農業機械の扱い

・最新の農業技術

・農業技術・知識

・農業機械の扱い

・農業に関わる資格取得

・農産物加工

・農産物流通

・地域の農家・農業法人等

への研修

上記以外に充実

してほしい科目
スマート農業 最新技術（機器等）

トラクター実習，農薬と病害

虫

農業大学校

の就農支援

への要望

・農地のあっせん

・使える助成金・補助金の

紹介

・現状のままでよい ・特にない ・農地のあっせん

・農業法人等雇用先の

あっせん

・使える助成金・補助金の

紹介

修了後の進路
ファーマーズスクールにて

研修（ピーマン）

農業生産法人でのアルバ

イト

社会福祉法人に就職（正社

員採用）

知人の会社の農業部門に

従事予定（正社員）

修了後の農業

との関わり方
農業一本で生計を立てる 半農半X 趣味・生きがいとして農業に

関わる
農業経営を発展させたい

資料：大分県立農業大学校の研修生徒へのヒアリング調査を基に作成．
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研修内容の満足度としては，「農業技術・知識」「農業に関わる資格取得」「研修生同士

の人脈」の評価が高く，逆に「農産物の流通」「最新の農業技術（スマート農業等）」「農産

物の加工」の評価がやや低かった。土壌や病害虫の講義が学び足りず，スマート農業に取

り組めるように最新の農業技術を取り入れてほしいとのことであった。農家研修は，大葉

栽培のほか，就農時の栽培作物をピーマンに決めた後でパプリカ栽培の研修も行っている。 

３）卒業後の進路

入校時点では卒業後は農業法人へ雇用就農し，いずれは独立自営就農しようと A 氏は考

えていたが，現在は 11 か月間の研修で得た知識や技術のみでは不十分と感じている。そ

のため，卒業後は U 市のピーマン農家でのファーマーズスクール(8)で，さらに 1 年間の研

修を行う予定でいる。

栽培品目を選ぶ上で，トマトは設備費用の負担が大きいが，ピーマンは大規模な設備投

資が不要で就農しやすく，1 人で経営が開始しやすいことがメリットと考えている。よっ

て，初年度はピーマンを 8～10a 生産し，冬場はパプリカ栽培の農家でのアルバイトを考

えている。また，研修先の農家は地元にネットワークがあるため，ファーマーズスクール

での研修を受けながら農地を探す予定でいる。インキュベーションファームでの研修も希

望していたが，2 人以上（夫婦等）での経営が対象であり要件に合わなかった。 
大分農大に対しては，「農地のあっせん」や「使える助成金・補助金」等の就農・就職

支援を要望している。特に農地については，既存の担い手が優先され，優良な農地は新規

就農者に回ってこないことが多く，現在は農地確保の目途が立っていない。ファーマーズ

スクール卒業後は，農業だけで生計を立てたいと考えおり，農業法人で働きながら，徐々

に自営農地を拡大する意向である。

（２）Ｂ氏（47 歳男性／県外・非農家出身／雇用就農予定）

１）入校の経緯

B 氏（47 歳男性）は東北地方の非農家出身者である。実家はかつて農家であったが，既

に農地は処分済みである。求職中に読んだ微生物の本が農業に興味を持つきっかけとなっ

た。大分農大は「ハローワーク」で知り，研修部のリーフレットを読んで，野菜の病害虫

に興味を持ち勉強したいと思うようになった。入校以前は，熊本県内の食品加工会社（パ

ート）や自動車メーカーに勤めており，失業手当を受給している。

野菜長期コースを受講した目的は「農業技術の基礎を習得するため」と野菜の病害虫に

ついて知識を深めたいと思ったためである。他の研修施設ではなく大分農大を選択した理

由として，職業訓練校であることを挙げている。研修開始時点での進路は，第 1 希望が「農

業法人等への雇用就農」，第 2 希望が「農業・食料関係の一般企業への就職」，第 3 希望が

「農業・食料関係以外の一般企業・団体への就職」であり，現時点もこの希望は変わらな

い。
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２）授業の満足度・要望

研修期間とカリキュラムの日程配置については，「ちょうどよい」と回答している。た

だし，農薬指導士と土壌医検定の資格試験が冬季の農業法人の研修と重なっているため，

日程の変更を希望している。なお，夏はキャベツとジャガイモの農業法人，冬は大葉の農

業法人で研修を行った。

研修内容の満足度は「農業技術・知識」「農業経営（簿記，労務管理等）」「農家・農業

法人等への研修」「研修生同士の人脈」「教員，普及員等の農業関係者との人脈」で評価が

相対的に高く，微生物の勉強や土壌の研修会にも満足している。より充実すべきと思うも

のは，「農業技術・知識」「農業機械の扱い」「最新の農業技術（スマート農業等）」の順で

回答している。研修先の先輩卒業生から，最新技術（機器等）を知っていた方が農業法人

への就職に役立つと聞かされていたこともあり，最新技術を学びたいと考えている。

また，B 氏は水耕栽培にも興味があることから，大分農大のガラス室を利用して独自に

キュウリの水耕栽培を行っていた。

３）卒業後の進路

就職先は未定だが，夏の研修先の農業法人からキャベツの短期の収穫作業の依頼があっ

たため，同法人の登録者として働く予定でいる。B 氏は自動車免許を保有していないが，

同法人では，送迎があり，また様々な作物の作業を行うため，働き先として選んだようで

ある。ただし，同法人で長期的に働くというよりは，次へのステップアップの機会と考え

ており，面白いと思える仕事が他に見つかれば仕事を変える考えでいる。将来的には「兼

業と農業の両方で所得を得ながら生計を立てたい（半農半 X を目指したい）」としている。 

（３）Ｃ氏（49 歳男性／県内・非農家出身／雇用就農予定）

１）入校の経緯

C 氏（49 歳男性）は県内出身者で福岡県の大学（工学部）を卒業後，福岡県内の建設系

の会社に勤めていたが，転勤のため 10 年前に大分県に戻り，2018 年 9 月に早期退職した

（失業保険を利用）。現在は，妻と子供 2 人で暮らしている。自家の職業は非農家（父親

が家庭菜園を実施）であるが，母方の祖父が米やカボス，野菜の生産農家であった。会社

員の時は，管理職と営業職の掛け持ちで忙しく，将来のことを考え直すうちに農業に興味

を持つようになった。

大分農大は「ハローワーク」で知った。野菜長期コースを受講した目的は「農業技術の

基礎を習得するため」「資格取得のため」「就農法人等に雇用就農する（したい）ため」と

している。他の研修施設ではなく大分農大を選択した理由は，「学費が安い」「資格が取り

やすい」「他の研修機関より就農に有利」「職業訓練校である」と回答していた。

２）授業の満足度・要望

研修期間や研修カリキュラムの日程配置については「ちょうどよい」としており，研修
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内容としては，「農業技術・知識」「農業に関わる資格取得」の評価が高く，「農産物加工」

「研修生同士の人脈」「教員，普及員等の農業関係者との人脈」の評価が相対的に低かった。

また，より充実すべきと思う研修内容については，「農業技術・知識」「農業機械の扱い」

「農業に関わる資格取得」の順で回答している。C 氏は農薬，病害虫，トラクター実習を

更に勉強したかったとのことで，トラクターの実習は職員に頼んで自主的に補習を行って

いる。

３）卒業後の進路

入校時点では自営就農を考えていたが，大分農大で学ぶ中で，病気で作物が全滅した場

合に自営は難しいと考えるようになり，雇用就農が現実的だと思い直した。就農支援に関

しては，大分農大でファイリングしている農業法人の求人は，給料水準が高くても社会保

障が十分でなかったり，その逆であったりと条件に合うものがなかった。

就職予定先は，漬物(9)の製造販売，高菜，大根，甘藷等の野菜を生産する社会福祉法人

で知的障がい者も雇用している。C 氏は大分農大の入校以前に新規就農フェアで同法人を

見つけ，それ以降就職先として気にかけていた。大分農大の農学部の卒業生 3 名が既に同

法人に就職しており，彼らからは業務内容がきつく辞める人もいるという話を聞いている

が，野菜生産以外に福祉に関わる仕事があるなど，農業生産のみを行う法人ではないこと

が， C 氏自身の働き方にむしろ合っていると考えている。なお同法人では，嘱託職員が農

業の技術指導を行っている。

研修修了後の将来方向については，「修了後は趣味・生きがいとして農業に関わり続け

たい（農業所得は気にしない）」を選択しているが，これは農業法人ではなく社会福祉法人

に就職し，家族を養う上での安定的な給与の獲得を意識したものとみられる。就職後のキ

ャリアについて，社会福祉法人での農業の生産現場管理者を考えている。

（４）Ｄ氏（41 歳女性／県内・非農家出身／雇用就農予定）

１）入校の経緯

D 氏（41 歳女性）は県内出身者で，祖母がミカンの栽培を行っていたことから農業に興

味を持つようになった。また，農地を継承して長く働き続けられることが魅力にうつり，

農業をしたいと考えるようになった。大分農大は「知人・友人」からの紹介と「ハローワ

ーク」で知った。入校の理由は「農業技術の基礎を習得」「資格取得」「人脈作り」のため

である。U 市のアグリ起業学校も検討したが，ピーマンのみしか学べないため大分農大を

選択した。

D 氏は，大分農大を卒業すれば認定新規就農者になれると思い自営就農を目指していた

が，実際には就農希望先の自治体では認定新規就農者になれないことがわかったため，進

路を雇用就農に変えた。前職を辞めてから半年以上が経過していたため失業手当の受給が

できず，農業次世代人材投資事業（準備型）を利用している。
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２）授業の満足度・要望

 研修内容についての満足度は，「農業経営（簿記，労務管理等）」「農業に関わる資格取得」

「教員，普及員等の農業関係者との人脈ができている」での評価が高く，「農産物の流通」

「農産物の加工」の評価が相対的に低い。いずれ自営就農した際に農産物加工についても

学びたいと考えている。

３）卒業後の進路

建設と配線工事関連の会社を経営する D 氏の知人（社長）が農業部門への進出を考えて

いるため，卒業後はその会社に正社員として就職する予定である。その知人は農業に関す

る知識はなく，D 氏の提案で農業部門への経営多角化を考えるようになったとのことであ

る。ピーマンを 15a，里芋・甘藷を 20a 作付ける予定であり，知人が保有する B 市の農地

を利用する。ピーマンを栽培品目に選んだ理由は，初期費用が安く抑えられることや作業

強度が高くないこと，農業の初心者向きであること，さらに知人のピーマン農家に相談が

できることである。販路は JA や給食センター，友人が勤務するホテルを候補にしており，

売り先には苦労しないと考えている。なお B 市では，夏秋ピーマンの産地で灌漑設備や選

果場等も充実し，産地化が進んでいる。

就農・就職支援として大分農大に行って欲しかったことは，「農地のあっせん」「農業法

人等雇用先のあっせん」「使える助成金・補助金の紹介」である。D 氏は友人がいる N 町

での就農を考えていたが，地域からの信用がなかったこともあり断念した。大分農大への

農業法人等からの求人については，年齢条件が 30 歳未満等，農学部生や若手研修生向け

のものが多く，社会人経験の長い研修生が該当するものが少ないため，ハローワークに行

かないと求人情報が得られないとのことであった。

研修修了後は「今後，より農業経営を発展させていきたい」と回答しており，就職先の

法人で長く働くか，独立して自営就農するかは検討中とのことである。就農における課題

としては「設備・機械等の初期投資の資金が不足」と病害虫対策等の「農業技術力が不十

分」を選択し，今後のキャリアとしては「就農先の経営の管理職・経営責任者となる」と

回答している。

（５）小括

ヒアリング結果より，4 名の研修生はいずれも農業の従事経験がなく，農業技術の習得

と資格取得を主な目的として大分農大に入校している。また A 氏，B 氏，C 氏においては，

失業手当を受給しているため，県内の他の研修施設ではなく，職業訓練を実施する大分農

大を選択していた。失業手当を受給していない D 氏の場合は，栽培作物の種類に幅がある

大分農大の研修カリキュラムに魅力を感じ，大分農大を選んでいる。

進路については，入校当初に自営就農を希望していた C 氏，D 氏は雇用就農に変更して

おり，変更した事情は異なるものの自営就農の難しさがうかがわれる。卒業後の進路は，

ファーマーズスクールでの継続研修，社会福祉法人，農業法人でのアルバイト，多角経営
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の他産業会社と多岐にわたっていた。

また卒業後すぐに地縁のない地域で農地を確保し就農することは難しいため，A 氏のよ

うにファーマーズスクールで継続して研修し経験を積んだり，D 氏のように雇用就農し，

知人の紹介で農地を確保したりしている。農地確保には，地元農家の様々なネットワーク

に積極的に関わっていくことが必要とされる。栽培品目については，ピーマン栽培が設備

費等の初期投資が少なく，比較的早く収入が得られることから，農業従事経験が浅い研修

部の卒業生にとって扱いやすく好まれている。

４．就農している卒業生からの評価 

本節では，就農した研修部の卒業生のヒアリング調査結果を紹介する。調査対象者は，

自営就農者が 2 名（E 氏，F 氏），雇用就農者が 2 名（G 氏，H 氏）の計 4 名である。 
調査結果の概要は第 10－６表に整理した。また詳細は，卒業生ごとに①営農状況（雇用

状況），②入校までの経緯，③大分農大の評価，④就農（就職活動）について，の四点につ

いて整理した。なお，雇用就農者の 2 名（G 氏，H 氏）は，いずれも第 5 節で紹介する有

限会社 I に雇用されている。

（１）Ｅ氏 （自営就農／45 歳男性／県内・専業農家出身／2011 年度職業訓練卒業）

１）営農状況

E 氏（45 歳男性）は県内出身者で，大分農大での就農準備研修を 2011 年度に修了し，

O 市内で独立自営就農した卒業生である。研修修了後すぐの就農を考えていたが，O 市の

新規就農に関わる助成を受けるには，営農開始の 2 年前に申請しなければならなかったこ

とから，卒業後 1 年間の準備期間を経て就農した。 
E 氏自身は農業に深い思い入れはなくビジネスライクに考えている。卒業後に知人のピ

ーマン農家を見学し，栽培が比較的容易で少ない投資で収量高のあるピーマンが E 氏にと

って最適であると判断した。経営面積は 3ha（すべて借地）で，ピーマンを生産しており，

年間収量は約 90t で 2018 年度の販売額は約 3,400 万円である。農地は，親に紹介しても

らった所有者と直接交渉して借り，現在は 2,000m2前後のハウスを 5 棟設置している。常

雇 2 名と夏場の収穫期に 7～8 名の臨時雇(10)（30 歳代～70 歳代，半分が女性）を雇って

いる。

2020 年に 30a 増やし， 3 名の臨時雇（6～8 月の 3 か月間）を新しく導入する予定でい

る。近年，大分農大の研修生の農家実習や，2019 年度からはファーマーズスクールの生徒

受入を行っている。研修のカリキュラムは E 氏が独自で作成し，ピーマンの農作業の全工

程を学べるように工夫するとともに，研修の 2 年目には畑の一区画を生徒に任せて栽培を

担当してもらう予定でいる。
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E氏 F氏 G氏 H氏

修 了 年 度 2011年度 2016年度 2014年度 2018年度

就 農 形 態 自営就農 自営就農 雇用就農 雇用就農

年 齢・性 別 45歳男性 35歳女性 60歳男性 38歳男性

出　 身　 県 県内 県外（県内在住歴あり） 県内 県内

学　     歴 大学・大学院（農学系） 短期大学 高校卒（農業関係） 高校卒（農業関係以外）

家 族 構 成 単身者 単身者 配偶者，子供 単身者

自家の職業 専業農家 非農家（親族に農家あり） 兼業農家 非農家（親族に農家なし）

入校前の職業 医療・福祉系（正社員） 療養 農業資材会社（正社員） 飲食業（アルバイト）

助成金の受給 失業保険
失業保険・厚生労働省の手

当て・給付金
失業保険 失業保険

農業に興味を

持ったきっかけ
起業を考えたため 知人からの農地の紹介 実家の農業の手伝いから

前職で野菜を扱っていた

ため

農業大学校を

知った媒体
ハローワーク ハローワーク ハローワーク 大分市の相談会

入校の目的

・失業保険の受給 ・農業技術の基礎の習得

・人脈作り

・就農時の作目決めのため

・農業技術の基礎の取得

・農業法人等に雇用就農

・農業法人に雇用就農す

るため

農業大学校

を選択した

理        由

・失業保険の受給 ・学費が安い

・他の就農機関より就農に

有利

・職業訓練校

・就農時に有利

・学費が安い

・居住地に近い

・職業訓練校

・職業訓練校

・アグリ起業学校は独立自

営就農向けだったため

研修開始時点

の進路希望
新規独立自営就農 新規独立自営就農 新規独立自営就農 農業法人等への雇用就農

より充実す

べき科目

・営農計画策定

・認証(GAP・農場HACCP等)

・農業経営（簿記，労務管理

等）

・農業技術・知識

・農業機械の扱い

・農家・農業法人等への研

修・インターン

・農業技術・知識

・就農・就職支援

・農業経営（簿記，労務管理

等）

・農業技術・知識

・農業機械の扱い

・最新の農業技術（スマート

農業等）

上記以外に

充 実 し て

ほしい科目

・数学，化学 ・実践的な農業技術・機械

技術

・農大出身者同士の交流

会・同窓会

・農家との交流

・助成金や農業簿記 ・トラクター実習

・現場での作業体験

更に学ぶ必

要がある科目

・農業技術（座学）

・最新技術（ICT，スマート農

業）

・農業技術（座学）

・農業機械操作

・農業経営管理（労務管

理，簿記等）

・研修やインターンを通じ

た経営を意識した農業生

産技術

・地元の人達との人づきあ

・農業技術（実習）

・最新技術（ＩＣＴ，スマート

農業等）

・農業技術(実習）

就職活動の方法 - -

・大学に来る求人票

・大学校教員からのあっせ

ん

・大学校に来る求人票

・農業大学校主催の合同

説明会

就農（就職

活動）で取

り組んだこと

・営農計画の策定 ・農地の確保

・研修の受け入れ先を探

す

・使える助成金・補助金等

の情報収集

・事前研修・インターンシッ

プへの参加

・雇用就農イベント情報の

収集・参加

・農業法人等による説明会

への参加

・大学校教員への進路相

談

・農業法人等雇用先の情

報収集

就職に当たり

重視した点
- -

・給与・賞与・昇給

・勤務地（家から通勤可能

等）

・雇用・労災・健康保険制

度等の充実度

・勤務地（家から通勤可能

等）

・事業内容

農業大学校

の就職支援

内        容

・研修・インターンシップ先

の紹介

・県・市町村等の就農相談

窓口の紹介

・研修・インターンシップ先

の紹介

・使える助成金・補助金の

紹介

・農業法人等雇用先の

あっせん

・求人票の提供

・大学校教員による進路指

導・相談

・合同説明会の開催

農地確保の方法 所有者に直接交渉し確保 知人の紹介 - -

今後の経営

方針/キャリア

・面積等規模拡大

・新たな機械・設備の導入

・従業員の確保・増員

・面積等拡大

・新たな作目の導入

・業務内容拡大（加工や直

売，飲食等）

・販売強化

・業務効率化

・従業員の確保・増員

・特になし ・就農先の経営の生産現

場作業員となる

資料：大分県立農業大学校の研修部の生徒へのヒアリングを基に作成.

第10－６表　卒業生へのヒアリング結果
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２）入校までの経緯

E 氏は，大阪府の医療・福祉系の会社で正社員として働いていたが，同僚と農業での起

業を考え，その準備のため大分農大に入校した。大分農大は「ハローワーク」で知り，他

の農業研修機関とは異なり失業手当を受給しながら学べるため選択した。入校当初から独

立自営就農を希望しており，実家は稲作の専業農家であるが，将来これを継ぐことは考え

ていない。

３）大分農大の評価

研修内容に対する満足度は，「農家・農業法人等への研修・インターン」「研修生同士の

人脈ができた」が相対的に高く，「最新の農業技術（スマート農業）」「農業に関わる資格取

得」「農業経営（簿記，労務管理等）」「認証制度（GAP・農場 HACCP 等）」「農業生産以

外の事業（加工，6 次産業化，農家民宿等）」「体力・精神力が身についた」「就農・就職支

援を受けられた」が低かった。また，充実すべき科目としては，「営農計画策定」「認証制

度（GAP・農場 HACCP 等）」「農業経営（簿記，労務管理等）」を挙げており，このほか

に強化すべき科目としては数学と化学を回答している。

４）就農について

研修中に大分農大から受けた就農支援は，「研修・インターシップ先の紹介」と「県・市

町村等の就農相談窓口の紹介」である。今後農業を続けていく上で，「農業技術（座学）」

や「最新技術（ICT，スマート農業等）」を更に学ぶ必要があると答えている。 

（２）Ｆ氏（自営就農／35 歳女性／県内・非農家出身／2016 年度職業訓練卒業）

１）営農状況

F 氏（35 歳女性）は 2016 年度に大分農大での職業訓練を修了した後，1 年間ファーマ

ーズスクールに通い，2018 年から独立自営就農した卒業生である。F 氏はファーマーズス

クール修了後，1 年目と 2 年目はピーマンと甘藷を生産していたが，3 年目（2020 年）は

ピーマンのみに生産品目を絞っている。

経営耕地面積は 10a（すべて借地）で，ファーマーズスクールの受入農家の紹介で農地

を確保した(11)。実際に作付けする面積より余裕をもって農地を確保することで，ピーマン

の連作障害が出た際に対応できるようにしている。2018 年度のピーマンの販売額は約 600
万円，甘藷は約 100 万円であった。パート(12)は年間 10 名程度を雇用しており，収穫期に

は最低でも 6 名は確保している。女性が多く，男性は 2 名で現役の農大生も作業を手伝い

に来てくれる。パートは最初の一人目を確保することが大変だったが，大分農大の同級生

のつながりで集めることができた。通年雇用を試みたが農閑期に仕事がなく，2 年目は人

件費の負担が大きく赤字になってしまった。今後は農福連携による障がい者雇用も検討し

ている。

農業次世代投資事業を利用しているため圃場のある U 市に住んでいるが，可能であれば
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県内の別の市に住む両親の家の近くに住みたいと考えている。結婚を考えると，女性側が

男性の家に嫁ぐ場合が多く，それに合わせて住所変更する必要が出てくるため同事業が使

いづらいと F 氏は感じている。また，借入金の返済以上に，農業次世代人材投資事業の条

件が達成できるのかを心配している。同じ事業を利用している人の中には，助成金分の嵩

上げで経営が黒字になっていると勘違いし，経営を失敗する人も出ていると F 氏は懸念し

ている。

他の助成金としては，認定農業者関連の奨励金（10 万円，20 万円）や女性が働きやす

い職場環境整備事業（トイレの洋式化）を利用している。休憩所として使っているコンテ

ナの購入については，該当する補助金がなかったため中古を購入した。

今後の経営方針は，ピーマンの面積等規模拡大のほかに，「新たな作目の導入」「業務内

容拡大（加工や直売，飲食店）」「販売強化」「業務効率化」「従業員の確保・増員」と回答

している。また，農業を続けていく上では，「農業技術（座学）」「農業機械操作」「農業経

営管理（労務管理，簿記等）」「研修やインターンを通じた経営を意識した農業生産技術」

が必要であるが，同時に地元の人たちとの人付き合いが大切であるとしている。

２）入校までの経緯

F 氏は県内出身者であるが，親の転勤で幼少期から県内外の引越しが多かった。県内の

短期大学で調理師免許を取得後，メーカー，インターネット広告会社等に勤め，職業訓練

校で 3 か月間 WEB デザインを学び，IT 関連の会社に入社した。その後病気療養中に知人

から農地の借受けを頼まれたことをきっかけに，ハローワークで農業の職業訓練を行って

いる大分農大を見つけて入校した。大分農大に在学中は失業手当や職業訓練受講給付金を

受給していた。

入校した目的は「農業技術の基礎の習得」「人脈作り」と就農時の栽培作物を決めるた

めであり，他の研修施設に比べて，「学費が安い」「就農に有利」「職業訓練校である」こと

から大分農大を選んだ。入校前は独立自営就農を希望し，イチゴを栽培してみたいと考え

ていたが，果肉が柔らかく収穫作業を慎重に行わないといけないことや設備費が高いこと

が難点であったため考え直し，大掛かりな施設が不要なピーマン栽培での就農を考えるよ

うになったとのことである。

３）大分農大の評価

研修に対する満足度は，「農業技術・知識」「農業に関わる資格取得」「研修生同士の人

脈」「教員，普及員等の農業関係者との人脈」「就農・就職支援を受けられた」の評価が高

く，「最新の農業技術（スマート農業等）」「農業経営（簿記，労務管理等）」「営農計画策定」

「農産物の流通や販売戦略」「農業生産以外の事業（加工，6 次産業化，農家民宿等）」「体

力・精神力がついた」といった項目での評価が低かった。

充実してもらいたい研修科目としては，「農業技術・知識」「農業機械の扱い」「農家・

農業法人等への研修・インターン」を挙げている。具体的には，生徒が一列に並んで手押
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し車で肥料を撒くといった教科書どおりの授業が，実践で役立たなかったこともあり，改

善の必要性を指摘するとともに，即戦力となる人材の育成を大分農大に期待している。

全体の研修期間は短く，「実習機会や農家等への研修機会が不十分であった」と回答し

ている。F 氏は夏に N 町でピーマン，冬は Y 市であまねぎ生産の農家研修を行った。 
また，在学時に培った人脈は生きているものの，異なる栽培品目の就農者との交流は少

なく，情報交換のために大分農大の研修生の同窓会や連絡網があるとよいと考えている。

４）就農について

大分農大から受けた就農支援は，「研修・インターンシップ先の紹介」「使える助成金・

補助金の紹介」であった。F 氏は就農に当たって「農地の確保」「研修の受け入れ先を探す」

「使える助成金・補助金等の情報収集」「事前研修・インターンシップへの参加」を行って

いた。また，前述したように大分農大での研修修了後，継続研修先として U 市のファーマ

ーズスクール(13)を選択し，ここで 1 年間研修を行った後に就農している。 

（３）Ｇ氏 （雇用就農／60 歳男性／県内・兼業農家出身／2014 年度職業訓練卒業）

１）雇用状況

G 氏（60 歳男性）は大分農大での職業訓練を 2014 年度に修了し，2015 年 3 月より有

限会社 I(14)に雇用されている。有限会社 I では，植付け作業，畝作り，苗の定植，マルチ

張り，チューブ張り，ビニールハウスの整備，果樹の除草，防風林の整備を行っている。

今の会社には定年がないので，65 歳くらいまでは働き続けたいとしている。 

２）入校までの経緯

G 氏は県内出身者で，実家は田畑面積 1ha の兼業農家であり，稲作を 40 年近く行って

きた。高校卒業後に農業資材会社に就職し，佐賀県に 2 年間転勤した際に就農を決意した。

当時（55 歳）は営業販売で正社員として雇用されていた。研修中は失業手当を受給してい

る。

 実家の農業の手伝いを行っていた頃から農業に興味を持っていたが，大分農大のことは

「ハローワーク」で知った。始めから大分農大に入りたいと決めていたわけではないが，

ファーマーズスクールは年齢制限があり利用できなかった。大分農大に入校した目的は，

「農業技術の基礎の習得」と「農業法人等への雇用就農」である。また，大分農大を選択

した理由は，「学費が安い」「居住地に近い」「職業訓練校」であり，特に失業手当を受給で

きるのは大きいと考えた。入校時点では独立自営就農を希望しており，自分の畑でピーマ

ン生産をしたかったが資金不足等で断念した。今は雇用就農であるが，将来的には実家の

畑に通えるようにしたいと考えている。

３）大分農大の評価

研修内容についての満足度は，「農業技術・知識」「農業に関わる資格取得」「農業経営（簿
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記，労務管理等）」「認証制度（GAP・農場 HACCP 等）」「農家・農業法人等への研修・イ

ンターン」「農産物の流通や販売戦略」「就農・就職支援を受けられた」の評価が高かった。

農家研修については，夏はピーマン農家，冬はトマト農家に行っている。また，流通・販

売の実践も兼ねて，大分農大の直売所やイベント，町の直売所等での販売も行っている。

他方，「最新農業技術（スマート農業等）」「農業機械の扱い」「農業法規・制度」「営農

計画策定」「農業生産以外の事業（加工，6 次産業化，農家民宿等）」「地域の農家・農業法

人等と交流ができた」「教員，普及員等の農業関係者との人脈ができた」といった項目での

評価は相対的に低く，このほかにも「加温機やビニール替え等冬に向けた作業が研修期間

との兼ね合いで行えなかった」「トラクターが古い」といった意見もあった。

また，充実すべき科目としては，「農業技術・知識」「就農・就職支援」「農業経営（簿

記，労務管理等）」であり，特に資金面に関して助成金の情報提供や簿記の授業を充実して

ほしいとのことであった。研修期間は「ちょうどよい」と回答しており，年齢的にこれ以

上研修期間を延ばすのは厳しいとしている。G 氏が今後，学ぶ必要があると考えている科

目は，「農業技術（実習）」と「最新技術（ICT，スマート農業等）」である。 

４）就職活動について

 就職活動の方法は，「大学に来る求人票」の活用や「大学校からのあっせん」であり，取

り組んだ内容は「雇用就農イベント情報の収集・参加」「農業法人等による説明会への参加」

「大学校教員への進路相談」を挙げている。就職先で重視した点は，「給与・賞与・昇給」

「勤務地（家から通勤できる等）」「雇用・労災・健康保険制度等の充実度」としている。

O 市内で給料が高い農業法人を探していたが，栽培作物へのこだわりは特になかった。多

くの農業法人が月給 15 万円程度である中，現在の雇用先は非常に給与が良かった。2 月に

なって初めて同法人のことを知り，役員面接 1 回で採用が決まった。 
 大分農大での就職（就農）支援は，「農業法人等雇用先のあっせん」「求人票の提供」「大

学校教員による進路指導・相談」等が行われており，支援は「十分だった」と回答してい

る。

（４）Ｈ氏 （雇用就農／38 歳男性／県内・非農家出身／2018 年度職業訓練修了）

１）雇用状況

H 氏（38 歳男性）は大分農大での職業訓練を 2018 年度に修了し，2019 年 4 月から有

限会社 I に雇用されている。現在の職場では，鍬で耕したり，ハンマーやドライバーを使

用したハウスの補修，大葉の株の植え替え等を行ったりしている。有限会社 I の正社員に

は役職がないため，将来的に管理職になることはないとのことである。

２）入校までの経緯

H 氏は県内出身者で，農業に関わる親族がいない非農家の出身である。入校前は，福岡

県の飲食店で 5 年間アルバイトし，その後は音楽関連の職種に従事していた。研修中は失

－177－



- 178 -

業手当を受給している。

H 氏は前職の飲食店で野菜を扱っていたことから農業に興味を持っていた。O 市主催の

就農相談会に参加した際に，農業法人の話を聞き，就職したいと考えるようになったとい

う。大分県には自営就農者の育成を目的とする研修施設が他にもあるが，H 氏は雇用就農

を希望していたことと大分農大が職業訓練校であることから大分農大を選んでいる。

３）大分農大の評価

研修内容に対する満足度は，「農業技術・知識」「農業に関わる資格取得」「農業法規・

制度」「営農計画策定」「認証制度（GAP・農場 HACCP 等）」「農家・農業法人等への研修・

インターン」「農産物の流通や販売戦略」「地域の農家・農業法人等と交流できた」「研修生

同士の人脈」「教員，普及員等の農業関係者との人脈」「体力・精神力が身についた」「就農・

就職支援を受けられた」での評価が高かった。一方で，「最新の農業技術（スマート農業等）」

「農業機械の扱い」「農業経営（簿記等，労務管理等）」「農業生産以外の事業（加工，6 次

産業化，農家民宿等）」での評価が低かった。

より充実すべき内容としては，「農業技術・知識」「農業機械の扱い」「最新の農業技術

（スマート農業）」を挙げていた。農業経営や GAP 等外部講師の授業内容は参考になった

が，それ以外は授業レベルが全体的に低かったため，H 氏にとってはあまり参考にならな

かったという。また，ICT の授業は座学のみで実習がなかったことや，免許を取得してい

ないとトラクターに乗れず，免許取得後も運転操作だけで実際の耕うん作業ができなかっ

たこと等，現場作業の体験が少なかった点を課題に挙げている。

研修期間は，自身の性格が農業に合うかどうかの適性判断をする上でも 1 年未満で「ち

ょうどよい」と回答している。H 氏は，今後更に「農業技術（実習）」を学ぶ必要がある

と考えており，今後のキャリアとして「就農先の経営の生産現場作業員となる」ことを目

指している。

４）就職活動について

 就職活動の方法は，「大学に来る求人票」の活用と「大分農大主催の合同説明会」への参

加であり，「農業法人等雇用先の情報収集」も行っている。就職に当たって重視したのは，

「勤務地（家から通勤できる等）」と「事業内容」である。5 月の説明会で有限会社 I を知

り，在学中に 2 度研修に行き，1 度目の研修後に同法人への就職が内定している。同法人

への就職を決めた理由は，市内で経営していることに加え，H 氏が葉物野菜に興味があっ

たからである。なお，就職に当たっての大分農大の支援は「十分だった」としている。大

分農大の先生は地域農業の特徴や農業法人の情報等知識があるので教えてくれるが，雇用

就農をするのであれば，自分で積極的に就職活動を行う必要があるとのことである。

（５）小括

4 名のヒアリング調査結果を基に，以下に気づいた点を整理する。
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 大分農大の就農準備研修には，栽培作物や就農形態（自営就農か雇用就農か）が定まっ

ていない人も入校しており，その方向性を決める場としての役割も果たしている。その際，

職業訓練として失業手当を受給しながら研修を行えることが大分農大を選択する大きな理

由となっている。

ただし，研修修了後に独立自営就農するには，大分農大での 1 年未満の短いカリキュラ

ムでは技術や知識が十分でなく，ファーマーズスクール等での継続研修が必要とされる。

これは，在学中の研修生と同様に，卒業生でも充実してほしい研修科目に「農業技術・知

識」が多く挙げられていることからも確認できる。これについては，単に時間的な問題だ

けでなく，教科書どおりではなく，現場の作業に則した授業にすべきといった F 氏が指摘

するような課題もある。

加えて，第 3 節の在校生のヒアリング結果からも読み取れるように，独立自営就農での

農地確保は難しく，親の紹介（E 氏）やファーマーズスクールの受入農家からのあっせん

（F 氏）等，何らかの地縁や人間関係の構築が必要であることがうかがえた。このほかに，

研修生の卒業生同士での交流機会が少なく，それらのネットワークの構築が必要であろう。 
また，新規就農者にとってピーマンは比較的取り扱いやすい作物であることが共通して

おり，E 氏と F 氏は積極的にピーマンの規模拡大を図っていた。 
 なお，雇用就農については，就職先の法人等選択条件として，勤務地と給与水準が重視

されていた。

５．卒業生を雇用している法人代表者からの評価 

本節では，前節で紹介した卒業生を雇用する有限会社 I のヒアリング調査から，法人の

雇用状況及び大分農大や卒業生への雇用者側からの評価について見ていく。

（１）法人の概要

有限会社 I は，大葉と柑橘を生産する農業生産法人である。1957 年から J 氏の祖父が柑

橘栽培と酪農を始め，1991 年に法人登録を行った。J 氏（30 歳代男性）が親から経営を

引き継ぎ，代表取締役に就任している。

第 10－７表に会社概要を整理した。経営面積は約 5ha であり，そのうち大葉を 2ha，柑

橘を 2ha 栽培している。大葉は 1983 年に生産を開始し，JA にすべて出荷しており，そこ

からセブングループやイオングループにも流通している。また，柑橘のうち 1ha は自然農

法での栽培を行っており，直売所で販売している。

従業員は 70 名で，そのうち 10 名が正社員，60 名がパートである。正社員の男女比は

男 3：女 7 でパートは全員女性である。正社員とパートの女性はともに 50 歳代が多く，勤

続年数は約 20 年と長い。同法人では，主に主婦やシングルマザーのパート従業員が扶養

控除額の上限を超えて働きたい場合に，正社員として採用されており，これが女性の正社

員比率が高い理由である。なお，正社員のうち男性 2 名は大分農大の研修部の卒業生であ
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る。

同法人では作業分担の責任の範囲に

応じた給与体系を設定している。その

ため，役員は大型農機の操作等責任が

伴う作業を行い，正社員はハウス等施

設の準備作業，パートは収穫や選別等，

時給 800円の軽作業を扶養控除範囲内

（月 7 万円以内の支払い）で行ってい

る。

正社員の採用頻度は 5 年程度に 1 名

であり，雇用条件は，周辺地域の他の

農業法人や他産業の相場，JA の基準

を見て決定している。2017 年度には大

分農大の卒業生を採用している。採用

の条件としては，「人物（人柄）」「体力」

「コミュニケーション能力」「社会人経

験あり」を重視し，現場作業員や現場管理リーダーとなる人材を求めている。 
 現場での作業について，従業員の一部に対して研修や勉強会を実施している。また，日々

のルーティンワークから学ぶことが多いため，役員の話を聞いたり作業を見たりして学ん

でもらっている。2019 年からハウス 12 棟を環境把握と CO2管理のために IT で制御して

いることもあり，今後は「最新技術（ICT・スマート農業）」の研修を検討している。大葉

の生育環境を IT 制御することで農薬を減らすことができ，大葉の出荷条件をクリアする

上で役立っている。また，10 年前に JGAP，7，8 年前にグローバル GAP を取得している

ことから，「GAP・農場 HACCP」の研修も検討している。 
今後の経営方針としては，年商を 1.5 倍，従業員 100 人を目標に据え，2020 年度から

は大葉の栽培面積を 2ha 拡大する予定である。また中長期的にみて，土地の相続の問題は

あるが，家族以外が役員に就任してもよいと J 氏は考えている。 

（２）大分農大や卒業生に対する評価

J 氏が研修部を知ったのは，10 年前に大分農大の座学講座を受講したことがきっかけで

ある。その後も大分農大の先生と人脈ができ，定期的に同校に挨拶に行っている。他の農

業生産法人では農学部の卒業生の採用を考えているところが多いが，J 氏は研修部の卒業

生を有望視している。しかし一方で，研修部の認知度の低さを気にかけており，他の農業

生産法人にも研修部の卒業生を紹介したことがある。 
このように J 氏が研修部の卒業生にこだわる理由は，農学部（2 年制）の卒業生が同法

人への採用後にすぐに辞めてしまったことがある。J 氏の父が同法人の新卒採用を行って

いた際に農学部の卒業生 3 名を採用したが，借金返済や転職を理由に全員が辞めてしまっ

有限会社I
法人設立年 1991年

 本 金 300万円

大葉2ha，果樹（柑橘）2ha
大葉はJAに全て出荷し，セブングループ

やイオングループ等にて販売。
・柑橘（自然農法）は直売所に出荷。

  J氏（30代），両親（60代）

従業員数 70名（うち正社員10名，パート60名）

給与形態・

体系等

・月給制，初任給　22万円

・賞与有,1か月分×2回/年　（能力評価）

・パート時給　800円
雇用保険，労災保険，健康保険，厚生年

金，通勤手当，住居手当，時間外手当

9:00～18:00　（季節により時間を変更）

休 日 等 有給5日，日祝休み

資料：J氏へのヒアリングを基に作成．

注．昇給，賞与の水準はJAを参考にしている．
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る。

同法人では作業分担の責任の範囲に

応じた給与体系を設定している。その

ため，役員は大型農機の操作等責任が

伴う作業を行い，正社員はハウス等施

設の準備作業，パートは収穫や選別等，

時給 800円の軽作業を扶養控除範囲内

（月 7 万円以内の支払い）で行ってい

る。

正社員の採用頻度は 5 年程度に 1 名

であり，雇用条件は，周辺地域の他の

農業法人や他産業の相場，JA の基準

を見て決定している。2017 年度には大

分農大の卒業生を採用している。採用

の条件としては，「人物（人柄）」「体力」

「コミュニケーション能力」「社会人経

験あり」を重視し，現場作業員や現場管理リーダーとなる人材を求めている。

現場での作業について，従業員の一部に対して研修や勉強会を実施している。また，日々

のルーティンワークから学ぶことが多いため，役員の話を聞いたり作業を見たりして学ん

でもらっている。2019 年からハウス 12 棟を環境把握と CO2管理のために IT で制御して

いることもあり，今後は「最新技術（ICT・スマート農業）」の研修を検討している。大葉

の生育環境を IT 制御することで農薬を減らすことができ，大葉の出荷条件をクリアする

上で役立っている。また，10 年前に JGAP，7，8 年前にグローバル GAP を取得している

ことから，「GAP・農場 HACCP」の研修も検討している。

今後の経営方針としては，年商を 1.5 倍，従業員 100 人を目標に据え，2020 年度から

は大葉の栽培面積を 2ha 拡大する予定である。また中長期的にみて，土地の相続の問題は

あるが，家族以外が役員に就任してもよいと J 氏は考えている。

（２）大分農大や卒業生に対する評価

J 氏が研修部を知ったのは，10 年前に大分農大の座学講座を受講したことがきっかけで

ある。その後も大分農大の先生と人脈ができ，定期的に同校に挨拶に行っている。他の農

業生産法人では農学部の卒業生の採用を考えているところが多いが，J 氏は研修部の卒業

生を有望視している。しかし一方で，研修部の認知度の低さを気にかけており，他の農業

生産法人にも研修部の卒業生を紹介したことがある。

このように J 氏が研修部の卒業生にこだわる理由は，農学部（2 年制）の卒業生が同法

人への採用後にすぐに辞めてしまったことがある。J 氏の父が同法人の新卒採用を行って

いた際に農学部の卒業生 3 名を採用したが，借金返済や転職を理由に全員が辞めてしまっ

法 人 名 有限会社I
法人設立年 1991年
資 本 金 300万円

主な栽培作物 大葉2ha，果樹（柑橘）2ha

出 荷 ・

販 売 先

・大葉はJAに全て出荷し，セブングループ
やイオングループ等にて販売。

・柑橘（自然農法）は直売所に出荷。

役 員 J氏（30代），両親（60代）
従業員数 70名（うち正社員10名，パート60名）

給与形態・

給与体系等

・月給制，初任給　22万円
・賞与有,1か月分×2回/年　（能力評価）
・パート時給　800円

福利厚生
雇用保険，労災保険，健康保険，厚生年

金，通勤手当，住居手当，時間外手当

勤務時間 9:00～18:00　（季節により時間を変更）
休 日 等 有給5日，日祝休み

第10－7表　有限会社Ｉの会社概要

資料：J氏へのヒアリングを基に作成．

注．昇給，賞与の水準はJAを参考にしている．
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た。当時は J 氏の父が大分農大に対して，「今年は農学部の卒業生を何名欲しい」といっ

た申し出を行っていたが，J 氏はそうした採用方法への反省から，社会人経験を有し，長

く働く気持ちがある研修部の卒業生を積極的に採用している。

大分農大への求人活動として，積極的なインターンシップの受け入れを行っている。イ

ンターンシップを通して研修生に現場で働く従業員の声を聴いてもらい，法人と相性が合

うかを判断して採用を決めている。なお，研修部の卒業生の正社員 2 名のうち 1 名はイン

ターンシップの参加者である。このほかに，大分農大への求人票の提出や 5 月に開催され

る農学部と研修部合同の説明会にも参加している。

同法人が社員に対して，大分農大のような農業技術等研修を実施することは難しいこと

から，J 氏は農作業の基礎的知識・技術及び社会人経験を持ち合わせている研修部の卒業

生は有り難いと感じ，今後も採用したいと考えている。また，大分農大に対して，学力向

上や，研修部の人員増加及び知名度の向上を要望している。

６．おわりに 

以上の結果から，大分農大における就農支援の役割と課題について若干の考察を加える。

先述したように，大分県内には，大分農大の他にもファーマーズスクールや就農学校等就

農者を育てる体制が充実している。そのような中で，大分農大において職業訓練コースと

一般コースを併設し，ファーマーズスクール等の条件に合わない就農希望者に対しても間

口を広げて入校者の確保に努めている。大分農大の研修生のうち，半数以上はハローワー

ク経由で大分農大を認知しており，農業に興味があっても何から始めればよいのかわから

ない求職者にとって，農業分野の職業訓練校がある意義は大きい。大分農大の研修生には，

多種多様な業種かつ幅広い年齢層の社会人経験者や農業の知識や技術がない非農家出身者

等がほとんどであり，こうした人達を受け入れ，就農のスタートラインに立たせる役割を

大分農大は担っている。

先述したとおり，卒業生を雇用する法人側からは，研修部の卒業生は農学部に比べて辞

職者が少ない上，社会人としてのマナー等の基礎がしっかりできている点で高い評価を受

けている。新規学卒者よりも社会人経験を有する従業員の方が雇用側としても扱いやすく，

大分農大はこうした人材の輩出にも貢献している。

一方で，研修生の卒業後の独立自営就農は，技術不足，農地確保や設備投資資金の調達

といった問題から容易ではなく，農業法人での雇用就農か，ファーマーズスクール等での

継続研修が現実的な選択となっている。また，研修生の年齢が高くなるにつれ，雇用就農

先の選択肢が限られてしまい他産業への就職となるケースも出てくるといった，大分農大

側では対処できない課題もあるが，そのような中でも近年，高い就農割合を出せているこ

とは評価に値するだろう。

 大分農大の課題としては，より実践的な農業技術を教えきれていないことや，最新技術，

農業経営に関する研修内容がやや不十分であるといったことが挙げられる。短期間という
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制約の中では今以上の詰込みは難しいであろうが，カリキュラムの見直しも必要とみられ

る。一方でファーマーズスクール等県内の研修施設が充実していることから，研修カリキ

ュラムにおけるファーマーズスクール等との連携・棲み分けも今後必要であろう。

注(1) 大分県立農業大学校の概要は，大分県のホームページ https://www.pref.oita.jp/site/140/sisetugaiyou.html 

を参照した。

(2) 大分県の南部に位置し，ＪＲ豊肥本線「三重町駅」が最寄り。大分市の中心部からは自動車で 50 分程度（35km）

の距離にある。

(3) 実習農地の一部畑を研修生に開放し，研修生が作目を自由に選んで栽培できる区画も設けている。

(4) 毎年 6 月～1 月末（10 月中旬～11 月下旬は休み）の火曜と金曜に営業。販売している品目は，トマト，ピーマ

ン，白ネギ，小松菜，キャベツ，レタス，梨，ぶどう，かんきつ類，花苗，切り花等である。

(5) 大型特殊免許，けん引免許（いずれも農耕車限定）等を取得するための研修を学生，就農準備研修及び認定農業

者等を対象に実施している。また，溶接技能やボイラー取扱技能，車両系建設機械，フォークリフト運転技能等，

各種資格を取得するための研修も希望者に対し行っている。

(6) 各自の希望に沿って研修先を選ぶが，見つからない場合は大分農大側で紹介する。研修先の農家に研修内容を任

せているため，終始草取り作業となる等の労働力として扱われる場合もあるが，学校側としてはそのようなことも

含めて農業の実際を知ってほしいという思いがある。

(7) 公開講座としているため，外部の一般人も受講可能。

(8) 同農家はファーマーズスクールで過去に研修部の卒業生の受入を行っている。詳細は第 4 節の F 氏を参照。

(9) 漬物の売上が法人の収入として多く，人件費に充当されているようである。

(10) 臨時雇の時給は 950 円で，ハローワークで募集。

(11) 借地の手続きは農地中間管理機構を利用。

(12) 時給 800 円，交通費 500 円を支給。

(13) 受入農家は家族経営でピーマンを生産している。ファーマーズスクールの中には夫婦 2 人組でなければ受け入

れてもらえないケースが多いが，同農家は一人でも受け入れており，F 氏と同時期に別の生徒も一人受け入れて

いた。受入農家は，近辺の農家に顔が利くことから，新規就農を目指す F 氏に優良な農地を紹介したり，F 氏の

独立後も様子を見に来て教えたり，機械を貸したりする等サポートを行っている。

(14) 第 5 節において紹介。

［参考文献］ 

大分県立農業大学校ホームページ（URL:https://www.pref.oita.jp/site/1401/）. 
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